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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ドアが装着されるドア枠の枠材表面に対して垂直方向に真っすぐ切り込まれた嵌合溝に
取付けられる戸当り部材において、
　閉じたドアが当たる戸当り部材の本体には、前記ドア枠に設けた前記嵌合溝に嵌る脚が
前記本体と共に硬質樹脂にて一体的に成形され、
　前記脚は、前記嵌合溝の深さより短く、前記脚の先端が前記嵌合溝の底面に達しないよ
うに形成され、前記脚の側面には、斜め外方向へ傾斜して延びる羽根が形成され、
　前記羽根は、前記硬質樹脂で形成され、前記嵌合溝に前記脚が嵌る場合には、当該脚と
当該嵌合溝の内側面との間で傾斜角度が小さくなるように撓み変形し、当該羽根の先端が
前記内側面に食い込むようにして、前記脚の先端が当該嵌合溝の空中に位置するように構
成したこと
　を特徴とする戸当り部材。
【請求項２】
　上記羽根を脚の両側面に形成した請求項１記載の戸当り部材。
【請求項３】
　上記羽根を脚の一方側面に形成し、他方の側面には概略三角形のノコ歯を形成した請求
項１記載の戸当り部材。
【請求項４】
　本体に設けた２本の脚先端を連結部によって繋いで脚体とし、該脚体の外側面に上記羽
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根を形成した請求項１記載の戸当り部材。
【請求項５】
　本体に設けた２本の脚先端を連結部によって繋いで脚体とし、該脚体の一方側面には上
記
羽根を形成し、他方の側面には概略三角形のノコ歯を形成した請求項１記載の戸当り部材
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はドア枠に取付けられて、ドアが閉じる際にストッパーとして機能する戸当り部
材に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　ドアが装着されるドア枠には戸当り部材が取付けられていて、閉じるドアのストッパー
として、又ドア枠との間に隙間が生じないように機能する。ところで、戸当り部材の形態
にも色々あるが、図９は従来の代表的な戸当り部材を示している。該戸当り部材（イ）は
互いに平行な２本の脚（ロ）、（ロ）を有し、該脚（ロ）、（ロ）は戸当り部材本体の両
側部から延びている。そして、上記脚（ロ）、（ロ）の断面拡大図を図１０に示している
ように、両側面には複数のノコ歯（チ）、（チ）・・・が形成されている。
【０００３】
　一方、ドア枠を構成する枠材（ハ）の内面（ニ）には嵌合溝（ホ）、（ホ）が設けられ
、この嵌合溝（ホ）、（ホ）には上記両脚（ロ）、（ロ）が嵌合して取付けられる。すな
わち、枠材（ハ）には嵌合溝（ホ）、（ホ）を加工した状態でドア枠として間口に取付け
られる。そして戸当り部材（イ）にはクッション材（ヘ）が設けられ、ドアが閉じた際の
衝撃を緩和することが出来る。
【０００４】
　図９（ｂ）は枠材（ハ）に戸当り部材（イ）が取付けられ、該戸当り部材（イ）にドア
先端が当って閉じている状態である。２本の脚（ロ）、（ロ）は嵌合溝（ホ）、（ホ）に
嵌合すると共に、ノコ歯（チ）、（チ）・・・が嵌合溝（ホ）、（ホ）の内側面に一部噛
み込むことで該戸当り部材（イ）は簡単に外れないように固定される。
【０００５】
　ところで、上記枠材（ハ）に設けられる嵌合溝（ホ）、（ホ）は所定の間隔をおいて互
いに平行を成している。しかし、押出し成形される戸当り部材（イ）の寸法精度はそれ程
高くなく、また、２本の平行な嵌合溝（ホ）、（ホ）の間隔及び溝幅にもバラツキが起き
る。さらには脚（ロ）の両面に形成されるノコ歯（チ）、（チ）・・・の先端間距離Ｍに
もバラツキが発生する。その為に嵌合溝（ホ）、（ホ）に脚（ロ）、（ロ）が嵌りにくく
なったり、逆に、公差がゆるくて一旦嵌った脚（ロ）、（ロ）が嵌合溝（ホ）、（ホ）か
ら外れてしまうといったことが発生する。
【０００６】
　図１１（ａ）、（ｂ）は別形態をした従来の戸当り部材（リ）と該戸当り部材（リ）を
ドア枠の枠材（ヌ）に取付けた場合をそれぞれ示している。
　上記戸当り部材（リ）では、両脚（ル）、（ル）はその先端において連結部（オ）によ
って繋がれ、外観上は１本の脚体（ワ）と成っている。そして、枠材（ヌ）の表面には幅
広の嵌合溝（カ）を設け、この嵌合溝（カ）に上記脚体（ワ）が嵌って取付けられている
。
【０００７】
　上記脚（ル）、（ル）の外側面には複数のノコ歯（ヨ）、（ヨ）・・・が形成されてい
て、これら各ノコ歯（ヨ）、（ヨ）・・・の先端は嵌合溝（カ）の内側面に食い込むこと
で、戸当り部材（リ）は枠材（ヌ）に固定される。
　ところで、この場合の戸当り部材（リ）も、脚体（ワ）の幅寸法のバラツキ及び嵌合溝
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（カ）の幅寸法のバラツキによって、上記脚体（ワ）が嵌合溝（カ）に嵌らなかったり、
逆に嵌合状態がゆるくて一旦嵌った脚体（ワ）が嵌合溝（カ）から外れてしまうといった
現象が起きる。
【０００８】
　特開２００４－１７６２７２号に係る「戸当り材」は、取付け枠に設けた嵌入溝に簡単
に取付け出来るようにしたものであり、該戸当り材は戸当り部と戸当り部に連設され、上
記嵌入溝に嵌入される左右２条の嵌入部から成ると共に、各嵌入部は支持脚部とこの支持
脚部の先端部から内方に延出するアーム部と、このアーム部の先端からＶ字を形成するよ
うに斜めに延設された傾斜片とから構成している。戸当り材は上記左右２条の嵌入部が嵌
入溝に嵌って取付けられることに成るが、両嵌入部間距離は撓み変形する為に、大きな嵌
入溝には比較的容易に嵌ることは出来るが、その為に嵌着強度は低くなって外れ易い。
【特許文献１】特開２００４－１７６２７２号に係る「戸当り材」
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　このように、従来の戸当り部材には上記のごとき問題がある。本発明の戸当り部材の基
本的構造は従来と同じく本体と脚を有した形態とし、両脚の間隔寸法、脚幅寸法、及び嵌
合溝の寸法に多少のバラツキがあっても、該嵌合溝に脚を嵌めて取付けることが出来、し
かも外れ難い戸当り部材を提供する。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明に係る戸当り部材は本体と脚を有し、該脚がドア枠の枠材に設けた嵌合溝に嵌る
ことで取付けられる。この点は従来の戸当り部材と同じであるが、本発明では脚の寸法並
びに嵌合溝に寸法の多少のバラツキがあっても嵌めることが出来、しかも外れ難い戸当り
部材である。
　従来の戸当り部材の場合、脚の側面に概略直角三角形をしたノコ歯を形成し、このノコ
歯先端が嵌合溝の内側面に噛み込むことで固定されるように成っている。
【００１１】
　概略直角三角形のノコ歯は剛性が高くて変形することはない為に、寸法のバラツキがあ
った場合には嵌合溝に脚が嵌らないといったことになるが、本発明ではノコ歯ではなく薄
い羽根を形成している。すなわち、脚の側面に１枚ないし複数枚の羽根を設け、該羽根は
脚の側面から外方向へ傾斜して延び、しかも撓み変形することが出来るようにしている。
そして、両面の羽根先端距離に対して嵌合溝の幅寸法は僅かに小さく成っている。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明の戸当り部材は脚に羽根を設けており、しかも羽根の厚さは薄く、その為に撓み
変形することが出来る。従って、脚両面に設けた羽根先端間距離が嵌合溝の幅寸法より大
きくなっていても、羽根が撓み変形することで嵌合溝に嵌ることが出来る。すなわち、傾
斜した羽根はその傾斜角度が小さくなると共に先端間距離が縮小するように撓み変形して
嵌合溝に嵌り、そして脚が嵌合溝に一旦嵌ったならば、各羽根の先端は該嵌合溝の内側面
に噛み込むことで脚が嵌合溝から外れ難い。
【００１３】
　概略直角三角形断面をした従来のノコ歯では、撓み変形して両先端間距離が縮小するこ
とはなく。その為に、脚の寸法精度並びに嵌合溝の幅寸法公差は厳しく管理しなくてはな
らないが、本発明では羽根が撓み変形することで、脚の寸法精度並びに嵌合溝の幅寸法管
理は比較的ラフで済む。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明に係る戸当り部材の断面図。
【図２】図１に示す戸当り部材を枠材に取付けた場合の断面図。
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【図３】本発明に係る戸当り部材の断面図。
【図４】図３に示す戸当り部材を枠材に取付けた場合の断面図。
【図５】本発明に係る戸当り部材の断面を示す他の実施例。
【図６】図５に示す戸当り部材を枠材に取付けた場合の断面図。
【図７】本発明に係る戸当り部材の断面を示す別の実施例。
【図８】本発明に係る戸当り部材の断面を示す更なる別の実施例。
【図９】従来の一般的な戸当り部材。
【図１０】従来の戸当り部材の脚断面拡大図。
【図１１】従来の戸当り部材を示す他の実施形態。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　図１は本発明に係る戸当たり部材１を示す断面図であり、概略コ形断面の本体２と２本
の脚３，３を有し、本体２と脚３，３は硬質樹脂を用いて一体的に成形されている。ここ
で、同図の点線は表面材４を表し、本体２は該表面材４にて被覆されているが、表面材４
の材質は限定しない。
【００１６】
　そして、脚３には複数枚の羽根５，５・・・を設けている。該羽根５，５・・・は脚３
の両側面６，６に対を成して形成され、羽根５，５・・・は脚３の側面から外側へ先端側
が高く成るように傾斜して延び、しかも羽根５，５・・・の厚さは薄くなっている。従っ
て、羽根５，５・・・の先端に外力が作用するならば撓み変形することが出来る。すなわ
ち、対を成す羽根５，５の先端間距離Ｍは、該羽根５，５が撓み変形することで傾斜角度
は小さくなると共に先端間距離Ｍは縮小する。ここで、脚３の側面にはそれぞれ２枚の羽
根５，５を有しているが、羽根５，５・・・の枚数に関しては限定しない。
【００１７】
　図２は本発明の戸当たり部材１をドア枠の枠材７に取付けた場合であり、該枠材７の表
面８には２本の嵌合溝９，９が平行に設けられている。この嵌合溝９，９に脚３，３が嵌
るが、この場合に各羽根５，５・・・は撓み変形することが出来る。嵌合溝９の幅寸法ｍ
は対を成す両羽根５，５の先端間距離Ｍより僅かに小さくなっている。その為に、脚３が
嵌合溝９に嵌る場合には、各羽根５，５・・・は撓み変形して先端間距離Ｍは縮小するこ
とになる。
　傾斜した羽根５，５の先端は嵌合溝９の内側面に食い込み、その為に脚３は固定されて
戸当り部材１が枠材７から外れることはない。
【００１８】
　図３は戸当り部材１０を示す他の実施例であり、本体２は前記図１に示す戸当り部材１
と同じく概略コ形断面である。ただし、該本体２から延びる２本の脚１１，１１は上記戸
当り部材１の脚３，３とはその形態を異にしている。すなわち、脚１１の外側面１２には
羽根５，５を傾斜して設け、内側面１３には概略直角三角形断面のノコ歯１４，１４・・
・を形成している。そして、該ノコ歯１４，１４・・・は硬質樹脂ではなく、軟質樹脂が
用いられている。
【００１９】
　図４は該戸当り部材１０をドア枠の枠材７に取付けた場合の断面図であり、枠材７の表
面８に形成した２本の嵌合溝９，９には脚１１，１１が嵌っている。この場合も、嵌合溝
９，９の幅寸法は羽根５，５・・・とノコ歯１４，１４・・・を有す脚１１，１１の幅寸
法より僅かに小さく成っている為に、該嵌合溝９，９に嵌る場合には羽根５，５・・・は
撓み変形すると共に、軟質樹脂製のノコ歯１４，１４・・・は圧縮変形する。
【００２０】
　そして、嵌合溝９，９に撓み変形して嵌った羽根５，５・・・の先端は嵌合溝９，９の
内側面に食い込み、圧縮変形して嵌ったノコ歯１４，１４・・・は内側面に密着すること
で脚１１，１１は固定される。従って、戸当り部材１０が枠材７から外れ落ちることはな
い。
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【００２１】
　図５は本発明に係る戸当り部材１５の断面を示す他の実施例である。ここで、本体２は
前記実施例の場合と同じであり、該本体２からは２本の脚１６，１６が延びている。そし
て両脚１６，１６の先端は連結部１７にて互いに繋がれ、外観上は幅広の１本の脚体１８
を構成している。上記脚体１８の先端両側には羽根５，５が外方向へ広がるように上方へ
傾斜して延びている。
【００２２】
　図６は図５に示す戸当り部材１５をドア枠の枠材７に取付けた場合の断面図であり、該
枠材７の表面８には幅広の嵌合溝１９を設けている。上記脚体１８は上記嵌合溝１９に嵌
っているが、この際、羽根５，５は撓み変形して両羽根５，５は撓み変形すると共に先端
間距離は縮小することが出来る。
　したがって、羽根５，５の先端は嵌合溝１９の内側面に食い込み、戸当り部材１５は枠
材７に固定される。
【００２３】
　図７は、本発明に係る更なる別形態の戸当り部材２０の断面を示す実施例である。該戸
当り部材２０の形態は前記図５に示す戸当り部材１５と共通しているが、脚体２１の両側
先端にはノコ歯１４と羽根５を設けている。ここで、ノコ歯１４は軟質樹脂製とし、羽根
５は硬質樹脂製と成っている。
　したがって、枠材７に設けた嵌合溝に脚体２１が嵌る場合には、傾斜している羽根５は
撓み変形し、ノコ歯１４は圧縮変形することが出来る。
【００２４】
　ところで、図５、図７に示した戸当り部材１５，２０では、脚体１８，２１の先端にの
み羽根５、又はノコ歯１４を設けているが、複数枚の羽根５，５・・・を、そして複数の
ノコ歯１４，１４・・・を設けることも可能である。
　さらに、図８に示す戸当り部材２２では、脚体２３の両側面に羽根５とノコ歯１４をそ
れぞれ設けている。従って、脚体２３が嵌合溝１９に嵌る場合には、羽根５は撓み変形し
、ノコ歯１４は圧縮変形することが出来る。
【００２５】
　このように、本発明の戸当り部材では本体に脚を設け、この脚には撓み変形することが
出来る羽根を外側上方へ傾斜して設けている。従って、ドア枠の嵌合溝の幅寸法にバラツ
キがあっても、また両嵌合溝間の距離にバラツキがあった場合でも、上記羽根が撓み変形
することで、脚を該嵌合溝に嵌めることが出来る。そして、一旦嵌った脚は羽根の先端が
嵌合溝の内側面に食い込むことで外れることはない。
【符号の説明】
【００２６】
　１　戸当り部材
　２　本体
　３　脚
　４　表面材
　５　羽根
　６　側面
　７　枠材
　８　表面
　９　嵌合溝
  10　戸当り部材
  11　脚
  12　外側面
  13　内側面
　14　ノコ歯
  15　戸当り部材
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  16　脚
  17　連結部
  18　脚体
  19　嵌合溝
  20　戸当り部材
  21　脚体
  22　戸当り部材
　23　脚体

 
 
 
 
 
 
 
 
 

【図１】 【図２】
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